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同和対策事業と地方交付税
市町村が行う同和対策事業には、市町村が単独で行う

事業と県や国の補助を受けて行う事業があります。
このうち、国の補助を受けて行う事業については、平

成9年3月の地対財特法の一部改正により一般対策に移行
した事業を除き、5年間に限り、引き続き財政措置が講じ
られることになっております。これらの事業を行う場合、
その費用は国からの補助金（国庫補助金）と市町村の借
金（地方債）で賄

まかな

われます。
市町村が借りたお金は、返済をしていかなければなり

ませんが、法律に基づく事業を行うために借りた借金
（地方債）の返済には、国から一定の割合で普通交付税が
交付されます。その割合は、返済額のほぼ4／5です。
つまり、国の補助金の割合が2／3、地方債の割合が1／3

で行われる事業の場合、その地方債1／3のうちの4／5が
普通交付税で賄われるため、市町村の自己負担は1／3×
1／5＝1／15となり、その事業の全費用のうちの約6.7％と
なります。（例図参照）
また、市町村が単

独で行う事業などに
ついては、特別交付
税により市町村の負
担の軽減が図られて
います。
県が行う同和対策

事業についても、そ
の財源の一部に特別
交付税が充当されて
います。

山口さんは、那智

黒硯の製作を営む父

のもとで修行し、技

術を習得しました。

その製作は、硯の文

字のごとく、石の特

性を見極めることに

始まり、終わると言

われます。山口さんは製作に取り組む中で、那智黒石

のうち珠石と呼ばれる核の部分が特に硯に適している

のを見出しました。現在、この珠石の素材を活かした

楕
だ

円状の硯を製作し、好評を得ています。

田阪さんは、家業のかたわら天体観測に取り組むた

め、天体望遠鏡を購入しましたが、その精度に満足で

きず、自らが製作することになりました。当時は戦後

の混乱期で材料の不足や情報が入手できず、試行錯誤

しながら技術を磨き、昭和46年には、アマチュアと

しては我が国で最大

の53cm反射鏡を完成

させ、自らの望遠鏡

に組み込むなど、そ

の技術を高められま

した。

平成11年度予算の主要事業
予算額の（ ）書きは15カ月予算額

国庫補助金�
（2/3）�
6,000万円�

普通交付税�
（1/3×4/5＝4/15）�

2,400万円�

市町村負担額（1/15）600万円�

【例】９,０００万円事業の場合�

県名匠表彰光る 匠
たくみ

の技
伝統ある貴重な工芸品または生活用品の製作等の

技能を保持し、地域社会における技術文化の向上発

展に功績のある技能者の方々に対し、昭和49年度

以来、毎年実施している「和歌山県名匠表彰」の今

年度の受賞者が決定しました。

今年度は、新宮市で反射望遠鏡レンズ製作に取り

組んでおられる田阪一郎さんと那智勝浦町で那智黒

硯
すずり

製作に取り組んでおられる山口伊左夫さんが受賞

されました。

（1）交通基盤の整備
【道路整備】
『県内2時間交通ネットワーク構想』の実現に向けた取り組み

136億4,953万円（152億8,273万円）
国・県・農林道等のネットワーク化による基幹ルートを設

定、戦略的整備路線として位置づけ。高速道路整備の支援策
についても、単独事業で拡充。
・国道168号 地域高規格道路「五條新宮道路」の整備

越路トンネルの整備促進、本宮道路調査設計
・国道424号 金屋町～龍神村の工区を重点的に整備し、金屋

三バイパスは11年度に完成供用
・印南原印南線 11年度で印南・山口工区を完成
京奈和自動車道橋本道路用地先行取得 41億4,913万円
近畿自動車道紀勢線御坊南部間用地事務 1億6,756万円
那智勝浦道路用地先行取得　 8億420万円
地域高規格道路調査（五條新宮道路） 3,000万円
高速道路整備促進のための関連施策 9億1,500万円
紀淡連絡道路調査 1億6,000万円
●新 紀淡海峡交流フェスタ 1,500万円

【空港、港湾の整備】
関西国際空港対策 8億7,098万円
南紀白浜空港滑走路延長整備 7億8,310万円
和歌山下津港港湾整備 28億3,740万円（36億1,880万円）
日高港港湾整備 23億4,520万円（29億2,920万円）
新宮港第2期整備 12億1,000万円（17億5,000万円）

（2）情報化の推進
『情報化の推進』への取り組み 28億5,895万円

（3）都市・住宅の整備
●新 都市型高度複合施設整備 816万円
●新 白浜エアロリサーチパーク整備構想推進 1億769万円
都市計画道路の整備 71億5,900万円
ＪＲ紀三井寺駅自由通路建設 1億円

（4）新時代へのステップ
●新 官民交流研修 101万円
●新 紀泉地域交流・連携 300万円
輝けわかやま・21世紀ふるさとづくり 9億2,041万円
ふるさと未来づくり 1億500万円

新
時
代
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

創
造
力
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
づ
く
り

心
豊
か
で
個
性
輝
く
ひ
と
づ
く
り

（1）商・工業、観光の振興
中小企業融資 新規融資枠772億5,400万円
●新 きのくにベンチャーランド（仮称）
・●新 きのくにベンチャーランド 1,800万円
・新規開業支援資金 融資枠4億円
・中小企業創造活動等支援 1億7,705万円
・地域産業資源循環創出支援 1,200万円
・●新 創造法認定企業フォローアップ支援 2,000万円
・ベンチャー企業支援資金 融資枠10億円
・●新 創造的中小企業創出支援 6億円
・●新 新有機化学産業創造 4,270万円
●新 商店街賑わい創出支援 2,200万円
●新 中心市街地活性化基金 4億225万円
●新 コンピュータ西暦2000年問題 158万円

（2）農林水産業の振興

【農・畜産業】
●新 和歌山の野菜花き産地ステップアップ 2,344万円
和歌山ブランドＰＲ拠点整備 1,713万円
●新 うめ緊急重要技術開発受託 500万円
●新 国際園芸・造園博「ジャパンフローラ2000」出展 1,790万円
●新 庭工房達人コンテスト 500万円
クローン牛利用促進 3,107万円

【林　業】
●新 森林総合利用森林整備 3,309万円
●新 木の国・木の住まい推進 600万円
●新 よみがえれ！木の国の森林

も り

支援 5,198万円
●新 森林資源活用パワーアップ支援 6,700万円

【水産業】
沿岸漁業整備開発 4億1,000万円（5億90万円）
●新 中層式浮魚礁効果実証 1,539万円
漁港関連道整備 2億8,500万円

（1）学校教育の充実
県立学校施設整備 35億9,907万円
●新 家庭教育カウンセラー活用 324万円
●新 紀伊半島3県中学生ふれあいサミット 100万円

（2）生涯学習の推進
総合教育センター建設 2,500万円

（3）スポーツ・文化の振興
●新 がんばれ！「スポーツの和歌山」推進 1,900万円
●新 サンセット・ミュージアム 900万円

（4）青少年の健全育成
●新 「わかやまの青少年プラン」策定 361万円

●新 みんなで夢をかなえよう 1,240万円

（5）国際交流の推進
●新 中国山東省友好提携15周年記念 1,243万円
国際交流センター運営 1,155万円

南紀熊野体験博の開催
『南紀熊野体験博』への取り組み 16億2,463万円
本年度に開催する南紀熊野体験博の成功に向けて、関連

イベント、広報宣伝、交通輸送対策等を全庁体制で実施

（1）保健・医療の充実
五陵病院再編整備 9億3,200万円
地域医療推進病院施設整備補助 3億5,836万円（4億303万円）
●新 看護婦等養成所施設・設備整備補助 2,493万円
●新 感染症対策 3,638万円

（2）福祉の充実
【福祉のまちづくり】
『福祉のまちづくり』への取り組み 5億4,195万円
公共的空間のバリアフリー化の促進に重点
●新 福祉のまちづくり'99フェスタ 4,000万円
福祉のまちづくり県有施設整備 2億円
●新 交通バリアフリー施設整備調査 100万円
●新 タウンモビリティモデル 411万円
●新 自動書籍朗読システム導入 181万円

【高齢者対策】
介護保険制度施行準備 5,410万円
在宅福祉事業の拡充 17億2,313万円
●新 国際高齢者年記念ワンデイ・ボランティア 280万円

【障害者対策】
南紀福祉センター（療育部）改築整備 1億8,853万円
●新 由良あかつき園改築整備 3,591万円
知的障害者援護施設整備 3億6,421万円
●新 聴覚障害者情報提供施設設置 4,239万円
●新 重症心身障害児（者）通園 885万円

（3）人権・同和問題の解決
同和問題の解決（同和対策事業予算） 90億7,821万円
人権啓発 1,041万円
人権啓発フェスティバル開催 2,800万円
不登校・いじめ対策 8,161万円

（4）安全・安心な生活の実現
●新 危機管理体制特別対策 3,051万円
『防災対策』への取り組み（治山・治水等の公共事業除き）

21億4,412万円
地震災害を念頭に、自主防災組織による初動体制の強化、

防災情報のネットワ－ク化整備に重点
●新 被災者生活再建支援基金出資 3億2,688万円

（5）豊かな環境の実現
【うるおいのある生活環境づくり】
●新 環境ＳＴＥＰ21 1億901万円
●新 環境にやさしい農林水産試験研究推進 1,247万円
根来山森林体験パーク（仮称）整備 1億179万円

【生活排水対策】
『生活排水対策への取り組み』

95億5,768万円（112億2,168万円）
●新 紀の川第2流域下水道（那賀処理区）基本計画策定　1,000万円
紀の川流域下水道整備 55億7,082万円（66億5,082万円）
農業集落排水 24億4,799万円（29億9,199万円）

【ごみ・し尿、産業廃棄物対策】
ごみ・し尿処理施設整備補助 8,509万円（9,732万円）

（6）男女共生社会の形成
『男女共生社会の形成』に向けた取り組み 5億5,661万円
女性の社会参画を促進と、これを支援する保育サービス等

子育て環境の整備に重点
あらゆる分野における積極的な取り組みを促すため、新し

い試みに重点化枠を活用
女性センター運営 1,953万円
●新 りぃぶるフェスタ 369万円
男女共生社会づくりプラン策定 456万円

くわしくは県庁財政課 t0734（41）2160へ





市
立
市
民
病
院
、
国
保
古
座
川
病
院
、
社

会
保
険
紀
南
綜
合
病
院
・
同
病
院
新
庄
別

館
、
国
立
南
和
歌
山
病
院
、
公
立
那
賀
病

院
、
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
、
国
立
療

養
所
和
歌
山
病
院
、
13
日
＝
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
紀
北
分
院
、
14
日
＝
和
歌
山

生
協
病
院
、
有
田
市
立
病
院
、
国
保
日
高

総
合
病
院
、
18
日
＝
県
立
医
科
大
学
附
属

病
院
、
和
歌
山
労
災
病
院

往
復
ハ
ガ
キ
に
病
院
名
（
第
２
希
望

ま
で
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
服
の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
、
４

月
15
日
ま
で
に
〒
641
―
０
０
３
６
和
歌

山
市
西
浜
１
０
１
４
―
27
県
看
護
協
会

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
’99
」
係

①
〜
③
と
も
県
看
護
協
会
t
０
７
３
４

（
46
）０
６
０
５

近
畿
青
年
洋
上
大
学

中
華
人
民
共
和
国
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
じ
て
国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

８
月
13
〜
25
日
（
13
日
間
）

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
30
歳
以
下
で
、

現
に
青
少
年
団
体
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

ま
た
は
今
後
行
お
う
と
す
る
方

30
人
　

16
万
円

４
月
30
日
ま
で
に
各
市
町
村
青
少
年

担
当
窓
口

県
庁
青
少
年
課
、
各
振
興
局
県
民
行

政
部
総
務
課

白
崎
少
年
自
然
の
家
（
由
良
町
）

①
炭
焼
き
体
験
と
た
け
の
こ
掘
り

②
簡
単
な
し
か
け
作
り
と
カ
サ
ゴ
釣
り

①
５
月
８
〜
９
日
②
５
月
22
〜
23
日

①
②
と
も
に
県
内
在
住
の
小
４
〜
６
年
、

中
学
生
40
人
（
保
護
者
の
参
加
可
）
抽

①
３
千
６
百
円
②
３
千
円

①
４
月
24
日
②
５
月
８
日
ま
で
に
電
話

で
自
然
の
家
t
０
７
３
８（
65
）２
３
５
１

申
込
先

紀
北
青
年
の
家
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

①
野
鳥
・
野
草
・
星
の
観
察

②
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験

①
５
月
８
〜
９
日
②
５
月
22
〜
23
日

県
内
在
住
の
①
小
学
４
年
生
以
上
②

中
学
生
以
上

①
約
３
千
百
円
②
約
１
万
２
千
円
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全
国
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

水
に
つ
い
て
。
題
名
自
由
。
400
字

詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以
内
。
日
本
語
表
記
。

本
文
の
前
に
題
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
を
記
入

中
学
生
（
同
じ
学
齢
の
方
含
む
）

５
月
15
日
ま
で
に
県
庁
水
・
土
地
政

策
課県

庁
水
・
土
地
政
策
課

喜
の
国
い
き
い
き
健
康
長
寿
祭

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

５
月
18
日
／
粉
河
町
＝
ペ
タ

ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
５
月
26

日
／
和
歌
山
市
＝
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
６
月
11
日
／
白
浜
町
＝
卓
球
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
６
人
制
）、
６
月
11

日
／
田
辺
市
＝
弓
道
　
※
種
目
に
よ
り
ダ

ブ
ル
ス
、
ト
リ
プ
ル
ス
等
あ
り

昭
和
15
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
種
目
（
チ
ー
ム
名
）

を
記
入
し
、
５
月
６
日
必
着
で
〒
640
―

８
３
１
９
和
歌
山
市
手
平
２
―
１
―
２
和

歌
山
ビ
ッ
グ
愛
７
階
（財）
県
い
き
い
き
長

寿
社
会
セ
ン
タ
ー

申
込
先
t
０
７
３
４（
35
）５
２
１
４

看
護
の
日
、
看
護
週
間

①
５
月
12
日
に
和
歌
山
城
公
園
周
辺
で

パ
レ
ー
ド
、
Ｊ
Ｒ
橋
本
駅
前
ほ
か
７
ケ
所

で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

②
高
校
生
の
集
い
（
１
日
看
護
学
生
）

授
業
体
験
や
看
護
学
生
と
の
交
流

県
内
の
高
校
生

５
月
９
日
＝
和
歌
山
看
護
専
門
校
、

16
日
＝
県
立
な
ぎ
看
護
学
校
、
22
日
＝
赤

十
字
看
護
専
門
学
校
、
和
歌
山
労
災
看
護

専
門
学
校
、
23
日
＝
社
会
保
険
紀
南
看
護

専
門
学
校
、
県
立
高
等
看
護
学
院

ハ
ガ
キ
に
希
望
場
所
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
電
話
番
号
、
服
の
サ
イ
ズ
を
記
入

し
、
４
月
15
日
ま
で
に
各
高
等
学
校

③
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
’99

医
療
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
以
上

５
月
８
日
＝
済
生
会
有
田
病
院
、

９
日
＝
海
南
市
民
病
院
、
11
日
＝
済
生
会

和
歌
山
病
院
、
12
日
＝
日
赤
和
歌
山
医
療

セ
ン
タ
ー
、
国
保
橋
本
市
民
病
院
、
新
宮

県
営
住
宅
入
居
補
欠
者

糸
我
団
地
（
有
田
市
）
＝
３
戸
、
御
殿
場

団
地
（
湯
浅
町
）
＝
３
戸
、
糸
野
団
地

（
金
屋
町
）
＝
３
戸
、
青
木
団
地
（
湯
浅

町
・
視
覚
障
害
者
向
）
＝
１
戸

４
月
１
〜
23
日
に
各
振
興
局

建
設
部
（
海
草
を
除
く
）、
有
田
振
興
局

管
内
各
市
町
村
、
県
庁
住
宅
課
へ

４
月
26
・
27
日
に
有
田
総
合
庁
舎

（
湯
浅
町
）

有
田
振
興
局
建
設
部
t
０
７
３
７（
63
）

４
１
１
１

「
わ
か
や
ま
学
」
研
究
を
応
援
し
ま
す

「
わ
か
や
ま
」
に
関
す
る
研
究
に
対
し
、

補
助
を
行
い
ま
す
。
課
題
研
究
部
門
（「
わ

か
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
方
策
）
と
自

由
研
究
部
門
の
２
部
門
で
募
集
し
ま
す
。

県
内
所
在
ま
た
は
在
住
の
高
等
教
育

機
関
の
教
員

４
月
26
日
ま
で
に
専
用
応
募
用
紙
を

県
庁
企
画
総
務
課

県
庁
企
画
総
務
課

生
石
高
原
・
す
す
き
草
原
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

す
す
き
草
原
の
保
護
・
育
成
、
自
然
観
察

会
、
自
然
保
護
講
座
な
ど
（
10
月
末
締
切
）

無
料
（
一
部
有
料
の
活
動
有
）

登
録
申
込
書
を
郵
送
か
FAX
０
７
３
４

（
33
）３
５
９
０
で
県
庁
自
然
環
境
課

県
庁
自
然
環
境
課

「
根
来
山
」
森
づ
く
り
　
参
加
者

岩
出
町
の
「
根
来
山
」
で
県
民
の
皆
さ
ん
と

森
林
公
園
を
整
備
す
る
計
画
の
第
一
弾
。
専

門
家
と
い
っ
し
ょ
に
植
生
調
査
を
行
い
ま
す
。

５
月
１
日
10
〜
16
時

植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
（
岩
出
町
）

集
合中

学
生
以
上
30
人
　
抽

２
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

か
FAX
０
７
３
４（
32
）５
８
５
０
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
趣
味
、
電
話
番
号
を
記
入

し
県
庁
森
林
整
備
課

県
庁
森
林
整
備
課

考
え
よ
う
　
知
ろ
う
　
語
ろ
う

北
方
領
土

①
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学

校
名
（
勤
務
先
）、
電
話
番
号
を
記
入
し

４
月
30
日
ま
で
に
〒
649
―
７
１
１
２
か
つ

ら
ぎ
町
中
飯
降
１
３
１
７
―
３
紀
北
青
年

の
家
②
４
月
25
日
ま
で
に
電
話
で
紀
北
青

年
の
家
t
０
７
３
６（
22
）５
５
３
０

申
込
先

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
関
す
る

白
浜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

５
月
13
〜
15
日

コ
ガ
ノ
イ
ベ
イ
ホ
テ
ル
（
白
浜
町
）

500
人
（
先
着
）

１
万
円
（
宿
泊
費
等
別
）

県
庁
企
画
総
務
課
内
白
浜
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

洋
上
老
人
大
学
「
長
寿
丸
」

６
月
１
〜
４
日
。
船
２
泊
、
霧
島
１
泊

和
歌
山
港
発
、
宮
崎
・
鹿
児
島
を
巡
る

県
内
在
住
・
平
成
11
年
６
月
１
日
で

65
歳
以
上
の
健
康
で
団
体
行
動
可
能
な
方

477
人
　

４
万
円

４
月
23
日
ま
で
に
居
住
地
の
市
町
村

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

所
持
者
が
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
、
自
動
車
の
名
義
・
障
害
の

程
度
等
一
定
要
件
の
も
と
に
、
自
動
車

税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
減
免
申
請
は
、
自
動
車
を
す
で
に

登
録
の
場
合
は
５
月
24
日
ま
で
、
新
規
登

録
の
場
合
は
登
録
申
請
前
ま
で
。
毎
年
度

必
要
な
の
で
継
続
の
方
も
お
早
め
に
。

各
振
興
局
税
務
課
（
海
草
は
自
動
車

税
・
間
税
課
）

障
害
者
等
の
施
設
使
用
料
の
減
免

４
月
１
日
か
ら
次
の
施
設
が
新
た
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
駐
車
場
＝
近
代
美
術
館
、
和
歌
山
海
浜
公

園
（
浜
の
宮
）、
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

②
会
議
室
等
＝
勤
労
福
祉
会
館
ホ
ー
ル
等
、

労
働
者
憩
の
家
会
議
室
、
県
民
文
化
会
館

ご
あ
ん
な
い

ホ
ー
ル
等
、
わ
か
や
ま
館
会
議
室
、
南
紀

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修
室
、
図
書
館
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
等
、
和
歌
山
ビ

ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
等
、
植
物
公
園
緑

花
セ
ン
タ
ー
展
示
室
等

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者

※
駐
車
場
は
利
用
時
に
各
手
帳
を
提
示

（
定
期
利
用
は
除
く
）。
会
議
室
等
は
障
害

者
団
体
の
利
用
も
減
額
と
な
り
ま
す
が
、

事
前
に
減
額
申
請
書
を
利
用
施
設
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

県
庁
障
害
福
祉
課

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
が
対
象
。
企
業

の
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
等

４
月
30
日
13
〜
16
時

和
歌
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
（
和
歌

山
市
）

※
お
盆
の
時
期
に
、
和
歌
山
・
田
辺
・
御

坊
・
新
宮
市
で
一
般
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を

含
め
同
フ
ェ
ア
を
開
催
予
定

県
庁
職
業
安
定
課
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

平
成
11
年
地
価
公
示

地
価
公
示
は
都
市
計
画
区
域
内
で
標
準
地

を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
示

し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

該
当
す
る
市
町
村
担
当
窓
口

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
・
飼
養
許
可

野
生
鳥
獣
を
許
可
な
く
捕
獲
・
飼
養
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
愛
玩が
ん

目
的
で
捕

獲
・
飼
養
で
き
る
の
は
マ
ヒ
ワ
・
ウ
ソ
・

ホ
オ
ジ
ロ
・
メ
ジ
ロ
の
４
種
類
の
み
で
、

１
世
帯
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
１
羽
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
振
興
局
林
務
課
へ

申
請
（
４
・
５
・
６
月
は
繁
殖
期
の
た
め
不
可
）

市
町
村
担
当
課
へ
申
請
（
１

年
間
の
許
可
の
た
め
継
続
飼
養
の
場
合
は

更
新
が
必
要
）

そ
れ
ぞ
れ
の
許
可
窓
口

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

日
本
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、
納
付
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
会
社
を
退
職
・
転
職
し
た
と

き
も
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

は
在
住
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
。

県
庁
国
民
年
金
課

県
立
和
歌
山
交
通
公
園

ゴ
ー
カ
ー
ト
（
一
人
乗
り
100
円
、
二
人

乗
り
150
円
）、
交
通
遊
園
広
場
等
で
遊
び

な
が
ら
交
通
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け

ら
れ
ま
す
。
団
体
に
は
ご
希
望
に
よ
り
交

通
安
全
映
画
の
上
映
等
を
実
施
。

交
通
公
園
t
０
７
３
４（
72
）７
６
９
０

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

４
月
１
日
か
ら
介
護
休
業
制
度
は
一
律
に

事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

○
男
女
労
働
者
は
法
で
定
め
ら
れ
た
対
象

家
族
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
介

護
の
た
め
に
休
業
で
き
ま
す
。

○
育
児
や
家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
の

深
夜
業
（
22
〜
５
時
）
を
制
限

和
歌
山
女
性
少
年
室
t
０
７
３
４（
22
）

４
７
４
３

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
４
月
１
日
施
行
）

旧
法
（
伝
染
病
予
防
法
）
で
は
市
町
村
が

伝
染
病
院
・
隔
離
病
舎
等
を
設
置
し
て
い

ま
し
た
が
、
医
療
体
制
が
整
理
さ
れ
、
国

が
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
、
県
が

第
一
種
及
び
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
を
指
定
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
患
者
等

の
人
権
に
配
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
法
律
の
中
で
エ
イ
ズ

予
防
法
の
対
応
を
す
る
た
め
、
同
法
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
国
・
県
は
感
染
症
の
発

生
、
拡
大
に
備
え
、
適
時
・
的
確
な
情
報

を
医
師
・
獣
医
師
・
指
定
届
出
機
関
か
ら

の
届
出
に
よ
り
収
集
し
、
分
析
の
う
え
、

公
表
し
て
い
き
ま
す
。
感
染
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
予
防
に
必
要
な
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

県
庁
健
康
対
策
課

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、
５
月
20

日
ま
で
に
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
和
歌
山
労
働
基
準
局
、
各
労

働
基
準
監
督
署
、
県
庁
雇
用
保
険
課
へ
。
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